20２1年1月、日本の稲作を守る会便り

	1月のお米はコシヒカリをお送りします。
生産者は有機栽培。白玄米　鈴木擇　（千葉県山武市）
　　次回は2月6日（土）配送予定です
　　ご都合の悪い方ご連絡くだされば対応いたします。
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お健やかに穏やかな新年をお迎えのこととお喜び申し上げます。
コロナ騒ぎで落ち着かない新年でもありましたが。
当会から2021年最初の便りに残念なお知らせを載せなければならなくなりました。
ＮＰＯ法人民間稲作研究所理事長であり、当会の顧問でもありました稻葉光國が去る12月11日にみまかりました。享年76歳でした。あまりにも早い旅立ちで言葉もありません。
昨年1月体調不良を訴え診察を受けましたところ、ステージ4の肺がんと診断されました。2月中旬、恒例行事である研究所の総会、公開シンポジウムを無事済ませて直ぐに入院して抗がん剤治療を受け､元気に退院しました。転移も見られず、ステージ1に戻ったと喜んでおりました。そのまま病気と折り合いをつけ安静な生活をしておればもう少し活動の時間があったのかもしれません。悔やまれることですが、本人の性格と農業を巡る情勢が安穏な時間を与えてくれませんでした。種子問題、学校給食に有機の食材を　ブータンの王国の農業を有機100％にそしてそれを支える生産技術の普及をと飛び回っておりました。その一方では農場管理をこなし、10月いつぱい遅くまでライトをつけてまでそばや大豆の収穫を行っていました。11月に入ると急激に体調が崩れ床につくことが多くなりましたが、皆に仕事の指示をしパソコンをたたいておりました。あと3年あれば「誰にでもできる有機稲作技術」が完成できると意気込んでいましたので、悔しい思いをして旅立ったと思います。
肺がんの最期は壮絶な苦しみを伴うそうですが、水頭症を併発し穏やかな療養ができ、たくさんの友人知人にお会いすることができました。写真はブータン有機農業支援のお願いに使った、カメラマンの岩本剛さんにとってもらったものです。彼の人柄が100％でていて、泣きながら笑いが移ってきます。
◯ 日本の稲作を守る会のこと

守る会は1994年12月8日に結成総会を実施して誕生しました。その時の稲葉のあいさつ文を紹介します。「…昭和45年以来過剰生産を理由に一方的な減反と低米価を押し付けられ、米作農家の多くは生産意欲をなくされてきました。捨てづくりが広がり後継者がいないという農家が圧倒的に増えています。また稲作軽視の風潮の中で稲作研究者も激減し、新しい技術を開発し異常気象に強く、しかも安全で美味しいお米をつくりあげる研究は大幅に遅れてきました。このまま放置すれば日本の稲作が崩壊し、海外に主食を頼ると言った事態になりかねないのが現状です。

平成5年の異常気象はそうした杞憂を現実にしてしまったわけで、1俵4万円もするお米が登場したくらいに狂乱の世界になってしまいました。生産者も消費者も健康で明るい生活を取り戻してほしいという願いで、稲作技術に研鑽を重ねる真面目な生産者と、日本の農業と国民の健康に関心を寄せる心ある消費者とともに「自前の食管」をつくり、健康な稲作りによって環境の保全を図りながら安心して食べられる無農薬米を提供し、消費者がそれを援助した持続的な農業の発展を支えていくという組織の確立が、緊急で重要な課題になってきました。…」

稲葉の約30年前の意図するところは、今日なお色褪せていないと思っています。近年、また注目されるようになった「提携」の重要性を訴えているからです。
◯ 稲葉が関心を寄せていたこと

稲葉が高教組の役員を3年間勤めて現場に復帰したのが、昭和50年代の始めでした。そのときに大いなるショックを受けたのが、キレる、ムカつく生徒たちを多く見受けたことでした。その頃は、コーラのリットル瓶を持ち歩く生徒が多かったので、原因はこの辺にあるのではということで、マウスを使った実験結果を学校祭で発表しました。

実験方法は①コーラのみ、②コーヒー牛乳のみ、③真岡市の水道水のみで飼育しました。その結果は、①：すぐにお互いが喧嘩して死滅、②：①より長生きしたが尻の毛が抜けて衰弱、③：普通に穏やかに成長する。以上のように、飲み物（=食べ物）が身体的に・精神的に影響をもたらすことを実感したようです。（増収から有機栽培へ転換の原点かも）
◯ 一晩で禁煙する

ネオニコチノイド系農薬の危険性を訴え続けている黒田洋一郎先生の講演を聞いたときのことです。それまでは、虫には効果があり、人間には害はもたらさないという「夢の農薬」という触れ込みでした。しかし、神経系統は虫も人間も同じ構造しているので、人間にも被害を及ぼすという黒田講演を聞いたその晩からプッツリとタバコをやめました。（自慢しておりました）
◯ 平等・公平に

稲葉の有機稲作技術の開発のモットーは、「誰でも容易に取り組める」ということでした。そのベースとなったのは全国各地で実践されている農民的技術で、それを試行錯誤して新たな技術を開発しました。温湯消毒機はその1つです。稲葉は特許取得を勧められましたがそれはしませんでした。多くの農民からヒントを得たこと、誰もが容易に使ってほしいという願いからでした。

また、彼の取り組んだ最後のテーマは「学校給食に有機食材を」です。いすみ市や木更津市、世田谷区の取り組みに係わったのは、有機食品は価格がすこし髙いので余裕のある家庭の子供しか食べられない。未来ある子供たちに安全な食を平等に食べてもらえるのは学校給食しかない。それを支える｛稲麦大豆の循環型農業｝の技術を普及していくことが急務だと､またそれを支えることで生産者を守ることになる、日本の農業を守ることになると確信しておりました。
◯ 「過去に学び　今を知り　未来を創る」

上記の文言は、昨年、NPO法人民間稲作研究所20周年、及び有限会社日本の稲作を守る会15周年にあたって記念誌を作成した際のタイトルです。稲葉は皆さん方に未来を託して旅立ったと思っています。「守・破・離」の精神で未来を創ってくださるようお願いします。

○親交のあった料理研究家の枝元なほみさん､国際ジャーナリストの堤未果さんが稲葉の追悼をYoutubeで取り上げてくださっています。ご覧いただければ幸いです。（稲葉光國内･勇美子）
